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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年3月10日(2016.3.10)

【公開番号】特開2013-222210(P2013-222210A)
【公開日】平成25年10月28日(2013.10.28)
【年通号数】公開・登録公報2013-059
【出願番号】特願2013-86851(P2013-86851)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/10     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  15/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   15/10     １１４　
   Ｇ０３Ｇ   15/01     １１３　
   Ｇ０３Ｇ   15/01     　　　Ｒ

【手続補正書】
【提出日】平成28年1月21日(2016.1.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　印刷部１１，１２及び定着ユニット３０の傍で、中央に、デジタルプリンタ１０のため
の全ての供給装置、例えば空調モジュール４０、エネルギ供給装置５０、コントローラ６
０及び液体管理モジュール７０（例えば様々な液体の液体制御ユニット７１及び貯蔵容器
７２）が配置されている。液体として、デジタルプリンタ１０に供給するために、特に純
粋な液体キャリア、高濃縮された液体現像剤（液体キャリアに対するトナー粒子の高い含
有量）及び媒体液（Serum；セーラム、液体キャリア＋電荷制御剤）が必要とされ、並び
に廃棄すべき液体のための廃棄物容器又はクリーニング液体のための容器が必要とされる
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　図７には、様々な運転モードにわたる時間経過で、フィルタユニット１３５の作用を示
している。横軸としてのＸ軸に沿って、時間ｔが目盛られており、様々な運転モードＡ，
Ｂ，Ｃ（前述のように）が特定の期間にわたって設定されている。３つの運転モードＡ，
Ｂ，Ｃに付属の目標値は、縦軸上に、ＦＬｓｅｔ１、ＦＬｓｅｔ２及びＦＬｓｅｔ３とし
て目盛られている。運転モードＡから運転モードＢへの切換に際して、混合容器１３０内
の充填レベルＦＬは、ＦＬｓｅｔ１からＦＬｓｅｔ２に変化することができる。急激な変
化は、場合によっては制御回路を振動させ、かつ／又はアクチュエータの構成要素（弁、
ポンプ）に過負荷を加えるものである。このような理由から、合算部１３３に、直接に、
新たな運転モード－目標値ＦＬｓｅｔ２を入力するのではなく、ガイド値ＦＧを入力して
いる。このガイド値ＦＧは、移行時間ｔ１において、つまり新たな運転モードＢの調整か
らこの運転モードＢに付属する目標値ＦＬｓｅｔ２の到達まで、所定の一定の勾配を有す
る傾斜線Ｒ１に沿って変化する。この勾配は、勾配がアクチュエータ（ポンプ、弁）の構
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成要素の純然たる制御に際して充填レベルの実際の変化に相応するように、設定されてい
る。傾斜線Ｒ１の勾配は、調整されたパラメータＰａｒａｍ１～Ｐａｒａｍ５により得ら
れる。調整された値、例えばＰａｒａｍ１は、実際に、用いられる調節要素（ポンプ、弁
、管システム）により達成可能な充填レベルの低下速度ひいては液体現像剤の体積流量に
調和されている。移行時間ｔ１の経過後で目標値ＦＬｓｅｔ２の到達後に、充填レベルＦ
Ｌは、制御アセンブリ（図３）により、運転モードＢの期間にわたって一定に維持される
。移行時間ｔ１の間、充填レベル－実際値ＦＬｉｓｔは、小さな制御偏差ＲＡでもってガ
イド値ＦＧに追従する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】

【手続補正４】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図８
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図８】
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